
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 1203 

令和 5年度 芸術科 

 

教科 書道 科目 書道Ⅱ 単位数 2 単位 年次 2 年次 

使用教科書 書Ⅱ（光村出版） 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・書道Ⅰで学んだ知識を活かしつつ書道における基礎的な技術、技法を学習します。 

・古典作品など、臨書を通してさまざまな書表現を学びます。 

・クラスメイトと作品を鑑賞しあう中で、それぞれの見方、感じ方の違いを共有し、表現に対する

理解を深めます。 

・学習の到達度は、授業で配布するワークシートや作品で評価します。 

 

２ 学習の到達目標 

書道の創造的な諸活動を通して，書に関する見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の文字や書、

書の伝統と文化と深く関わる資質・能力を育成することを次のとおりめざす。 

(1)書の表現の方法や形式，多様性などについて幅広く理解するとともに，書写能力の向上を図り，書

の伝統に基づき，効果的に表現するための技能を身に付けるようにする。  

(2)書のよさや美しさを感受し，意図に基づいて構想し表現を工夫したり，作品や書の伝統と文化の意

味や価値を考え，書の美を味わい捉えたりすることができるようにする。  

(3)主体的に書の幅広い活動に取り組み，生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，

書の伝統と文化に親しみ，書を通して心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。  

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・書の表現の方法や形式、

書表現の多様性について幅

広く理解している。 

・書写能力を向上させると

ともに、書の伝統に基づき、

作品を効果的に表現するた

めの基礎的な技能を身に付

け、表している。 

 

プリント・授業観察 

テスト（小テスト） 

・書のよさや美しさを感じ取

り、感性を働かせながら、自

らの意図に基づいて構想し、

表現を工夫している。 

 

 

 

 

 

プリント・授業観察 

レポート 

・書の創造的活動の喜びを味

わい、書の伝統と文化に関心

をもって、主体的に表現や鑑

賞の創造的活動に取り組もう

とする。 

 

 

 

 

プリント・授業観察 

レポート・発表 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

ス
テ
ー
ジ 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

 
 

 
 

 
 

１ 

漢

字

の

書 

・五書体の変遷 

・篆書 

a: 篆書の古典に基づく効果

的な表現の技能、変化や調和

等による全体の構成の技能を

身につけている。 

c: 主体的に漢字の書の創造

的な鑑賞の学習活動に取り組

もうとしている。 

提出作品 レポート 鑑賞プリ

ント 

篆
刻 

・姓名印の制作 a: 目的や用途、意図に応じた

効果的な表現の技能、書体・

書風、配字等による全体の構

成の技能を身につけている。 

b: 篆刻や刻字の表現形式に

応じた全体の構成、感興や意

図に応じた個性的な表現につ

いて構想し工夫している。 

c: 主体的に篆刻や刻字の創

造的な鑑賞の学習活動に取り

組もうとしている。 

提出作品 レポート 鑑賞プ リ

ント 

漢
字
の
書 

・隷書 a: 隷書の古典に基づく効果

的な表現の技能、変化や調和

等による全体の構成の技能を

身につけている。 

c: 主体的に漢字の書の創造

的な鑑賞の学習活動に取り組

もうとしている。 

提出作品 レポート 鑑賞プ リ

ント 



 

※令和４年度以降入学生用 

２ 

 

漢
字
の
書 

・草書 a: 草書の古典に基づく効果

的な表現の技能、変化や調和

等による全体の構成の技能を

身につけている。 

b: 草書の古典の表現形式に

応じた全体の構成について構

想し工夫している。 

c: 主体的に漢字の書の創造

的な鑑賞の学習活動に取り組

もうとしている。 

 

 

提出作品 レポート 鑑賞プ リ

ント 

漢
字
の
書 

・行書 a: 行書の古典に基づく効果

的な表現の技能、変化や調和

等による全体の構成の技能を

身につけている。 

b: 行書の古典の表現形式に

応じた全体の構成について構

想し工夫している。 

c: 主体的に漢字の書の創造

的な表現の学習活動に取り組

もうとしている。 

提出作品 レポート 鑑賞プ リ

ント 

 

漢
字
の
書 

・楷書 a: 楷書の古典に基づく効果

的な表現の技能、変化や調和

等による全体の構成の技能を

身につけている。 

b: 楷書の古典の表現形式に

応じた全体の構成について構

想し工夫している。 

c: 主体的に漢字の書の創造

的な表現の学習活動に取り組

もうとしている。 

提出作品 レポート 鑑賞プ リ

ント 

３ 

仮
名
の
書 

・古典を通じた仮名の学習 a: 仮名の古筆に基づく効果

的な表現の技能、墨継ぎや散

らし書き等による全体の構成

の技能を身につけている。 

b: 仮名の古筆の表現形式に

応じた全体の構成について構

想し工夫している。 

c: 主体的に仮名の書の創造

的な表現の学習活動に取り組

もうとしている。 

提出作品 レポート 鑑賞プ リ

ント 
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漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書 

・古典、名筆から学んだ書風

を活かしことわざを創作する 

・自作品の工夫した点などを

発表し、他生徒の作品から受

ける印象の感想を書く 

a: 目的や用途、意図に応じた

効果的な表現の技能、漢字と

仮名の調和等による全体の構

成の技能を身につけている。 

b: 目的や用途、表現形式に応

じた全体の構成、感興や意図

に応じた個性的な表現、現代

に生きる創造的な表現につい

て構想し工夫している。 

c: 主体的に漢字仮名交じり

の書の創造的な表現の学習活

動に取り組もうとしている。 

提出作品 レポート 鑑賞プ リ

ント 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


